
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 １０６ 

令和５年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅱ 単位数 ２単位 年次 1年次 

使用教科書 高校生の美術２（日本文教出版） 

副教材等 美術資料 ワークシート集（秀学社） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

見たものを立体的に表現する描写力と色彩の基本を学んで幅広い表現技法を学習します。 

ステンドグラスや染色作品を通してその制作技法を学びます。 

又、幅広く美術に触れ、他者の作品や美術作品を鑑賞する事で、より深く美術を探求する力を養

います。 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

(１)観察力と描写力を養い、色彩表現や制作の基礎技法を学ぶ。  

(２)美術を愛好する心を育み、創造的で文化的な生活を考える力を養う。 

(３)美術の幅広い活動を主体的かつ計画的に取り組み、感性を高め描写力や描写力や表現力を向

上させる。美術文化に親しみ、生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度を養う。 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

描写力や創造力が向上し、

事物を正しく表現出来てい

る。その知識や基礎技法を

習得している。 

造形的な美しさや表現意図

を理解し、自分自身の創意工

夫を持って、主題を創造的に

発想し、計画的に表現出来て

いる。作品制作を通して、美

術文化への関心を深めてい

る。 

主体的かつ計画的に取り組

み、描写力や表現力が向上し

ている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

一

学

期 

 

描

写 

想定描写 

 立体的に表現する 

精密描写① 

身近な物を精密描写する      

a:主題の追求 立体感のある表

現が出来ている 

b:表現意図が明確 画面の使い

方に創意工夫がされている 

c:取り組み 陰影を意識し、立

体表現出来るように考えてい

る 

 

観察 

制作過程 

作品 

 

取り組み 

制作過程 

色
彩 

色彩表現 

 色の三属性の理解 

レタリング 

 名前のレタリングと彩色 

a:主題の追求 色彩について正

しく理解している 

b:表現意図が明確 画面の構成

や配色が丁寧かつ工夫されて

いる 

c:取り組み 配色に自身の工夫

と表現が取り入れられている 

 

観察 

アイデア

スケッチ 

作品 

ワークシ

ート 

取り組み 

制作過程 

二
学
期 

デ
ザ
イ
ン 

ポスターデザイン 

 文字や商業文字とイラストを

デザインする 

a:主題の追求 フォントを正し

く理解している 

b:表現意図が明確 点画を意識

し、丁寧に描いている 

c:取り組み 配色に自身の工夫

と表現が取り入れられている 

 

観察 

アイデア

スケッチ 

作品 

アイデア

スケッチ 

取り組み 

制作過程 

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス 

ステンドグラス 

 精密描写①ステンドグラスで

表現する 

a:主題の追求 彫刻刀の扱い方

を正しく理解している 

b:表現意図が明確 力感や表現

に工夫があり、彫刻刀が正し

く使用されている 

c:取り組み 表現に自身の工夫

が取り入れられている 

 

観察 

アイデア

スケッチ 

作品 

アイデア

スケッチ 

取り組み 

制作過程 

三
学
期 

人
物
画 

自画像を中心に人物画を製作

する。 

a:主題の追求と人物画技法を正

しく理解している 

b:表現意図が明確 バランスよ

く正しく描写出来ている 

c:取り組み 創意工夫し、陰影

を意識した彫が出来ている 

観察 

アイデア

スケッチ 

作品 

アイデア

スケッチ 

取り組み 

制作過程 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


